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おのずとずず 省エネ、おのずとずず コミュニケーション

岡本 隆 ［日建設計設計部門設計室長］

寺岡俊彦［日建設計設計部門設計室主管］

久下武彦［日建設計設計部門設計室］

巻頭インタビュー

斎藤　この建物を設計される時に、い

ちばん大切にされたことは何ですか。

岡本　地球研では異なる研究分野間の

交流ということを非常に大事にしてお

られるというお話をうかがいましたの

で、研究者の個々の便宜とか快適さを

超えて、研究者間のコミュニケーショ

ンが自然にはかれるような建築にする、

ということを優先課題にしようと思い

ました。平らな広い敷地ですと考えや

すいのですが、ここは山に沿った勾配

のある敷地で、おまけに入り口あたり

が狭くて、奥で広がっているという使

いにくい形をしているのです。コンペ

に応募した他のチームもみんな苦労し

たと思いますけれども、我々も悩みま

した。最初は、山に沿って段々あがっ

ていって4層になっているというよう
な建物を考えたのですが、階が分かれ

てしまうと人が出会わなくなります。

それで、研究室部分はワンフロアにし

ようと考えたのです。ワンフロア展開

にもいろいろな方法がありまして、よ

くあるのがクラスターシステムと言っ

てブドウの房のような構造が連なって

いるという手法です。これは各々のブ

ドウの1粒、1粒がプライバシーを保て
るのですけれども、そこへはよほど用

事がないと入っていけないし、交流が

生まれにくい。ですからクラスターで

はなくて、研究室を団子の串のように

貫いてしまって、そこを研究者がずっ

とぶらぶら歩くのが当然になるような

理由を作りだそうと考えたのです。片

方の端には通用口、反対側にはダイニ

ングホールをもってきた。すると、朝

夕と昼に、自然に研究室に人の流れが

できて、何度も自然に出会うようにな

る。顔見知りになると、異分野間の交

流もできやすいと、考えたわけです。

200平米の研究室を16もワンフロアに
並べるのは、敷地の形状から無理そう

に見えたのですが、寺岡さんが、がん

ばって詰め込んでくれました。

寺岡　いや、正直言って、研究室があ

とひとつ少なかったらやりやすかった

のに、と思いましたよ。そのために山

を少し削って、山道を動かなさないと

いけないところでしたから。

斎藤　ここは京大の演習林の一部で、

私も学生のときに実習をした思い出深

い場所なのですが、ここの自然を残す

ことについても、いろいろ苦労をされ

たのでしょう。

寺岡　そうなんです。山を裸にしてブ

ルドーザーでならして建物を建ててい

たら楽なのですが、逆にもとの地形や

植生をできるだけ残すことを考えまし

た。工事中は邪魔になるから移植して

おいて、またもとの場所へ植え戻した

樹木もたくさんあります。地球研の先

生方に、注文というかアドバイスをい

ろいろいただきました。

斎藤　中庭があるのが、気持ちいいで

すね。外国の人が喜んでくれそうな四
あず

阿
まや

もありますし。

岡本　地球研の先生方はフィールド調

査の得意な先生が多いですから、あま

り建物のなかに閉じ込めないで、ちょ

っと所内を移動されるときには、必ず

中庭を通るようにしつらえて、新鮮な

空気を吸っていただこうと。暖かくな

ったら、中庭で食事もできるようにし

てあります。四阿は「はなれ」と呼ん

でいます。あれは、当初の計画にはな

かったのです。地球研の先生方との話

し合いのなかで、作ろうという話にな

ったのです。中庭を画一的にするので

はなくて、いろいろ表情を持たせよう

ということで。当初のプランから、配

置が変わった部屋もずいぶんあります。

地球研の方々と話し合う時間がたっぷ

りありました。ユーザー参加型の設計

と言えると思います。

斎藤　照明や空調のためのエネルギー

の節約にも工夫をされたのでしょう。

岡本　省エネというと、屋根を太陽電

池パネルで覆えばいいんでしょ、と一

般的に考えがちですけれど、我々はそ

ういう格好だけの省エネは考えなかっ

た。太陽光が明るいときは天窓からそ

の光を取り入れるように、暗くなって

きたらそれを照明で補うように、室内

温度も高くなれば、自動的に天窓から

熱を逃がすように、できるだけ自然を

利用して、足りない分を電気で補うと

いう方針で、設計したのです。しかも、

人間がいちいち気を使ってやっていた

ら大変だし、忘れることもあるので、

すべてコンピュータ制御にしたのです。

久下　屋根の上に飛行機のようなかた

ちの風速計・風向計がついていまして、

外の風を読みながら、天窓の手前を開

けろとか、向こう側を開けろとか、コ

ンピュータが命令して、外気を入れて

室内を冷やすのです。「外気冷房」と

いう手法ですが、その効果は大きくて、

電気代が40%も削減できたのです。
斎藤　それは、すごいですね。屋根に

瓦を葺いているのも、省エネですか。

久下　いや、ここが風致地区だから、

瓦葺きにしないといけなかったのです。

向いの精華大学さんとかは、そうじゃ

ないのですが、ここの地域だけが、第
岡
本

隆

寺
岡
俊
彦



Humanity &  Nature  Newsletter  No.2 1 June  2006-----03

2006.3.6
地球研 ダイニングホールにて。

聴き手：斎藤清明

［撮影：二村 海］

1 種の風致地区ということになってい
て、原則的にはまるで何も建てないほ

うがいいことにされている地区で、建

てる場合には、屋根の材質も瓦でない

といけないし、勾配も五寸勾配（1尺に
対して5寸上がる）と、すべて非常に厳
しい制限があるのです。できあがった

ときの見え方などについても、非常に

たくさんのシミュレーションもいたし

ました。

斎藤　やりにくかったでしょうね。京

都市からずいぶんいじめられたのでは。

岡本　いや、我々は制限を制限と考え

ずに、逆に風致地区という考え方に大

いに共鳴して、ここの自然景観にとけ

こんで、できるだけ目立たない建物に

しようと考えました。建物が湾曲して

いますから、瓦を葺くのは技術的に難

しかったのですが、4 種類の大きさの
瓦を使ってうまく処理できたと思いま

す。ただ、私としてはもっと色ムラの

ある瓦を使って、表情を出したかった

のですが、それはだめだという指導を

うけて、諦めました。でも光の加減で、

実際にはたいへん表情が出ていまして、

まぁ満足しています。

斎藤　瓦だけでなく、板張りにしてい

るところがあるのも、特徴的なデザイ

ンですね。

岡本　コンペで、先端的なものをギラ

ッと見せるか、それとも逆に、昔から

ここにあったかのように見えるように

するか考えて、そっちを選択したので

す。それに、これほど大きな建物をコ

ンクリート打ちっぱなしや、タイル張

りでやると、ドカーンと威圧感が出ま

す。それを弱めたいと思って、板張り

はどうかと私が言い出したのですが、

まわりから「板張りなんて」とさんざ

ん言われたのですけれども、寺岡さん

と久下君が、京都のお寺や伏見の酒蔵

の古い建物で板張りが残っている実例

を、いろいろ調べてくれました。どの

ようにメンテナンスをしているのかと

か、どれくらいの厚さの板が長持ちす

るのかとか。

久下　板張りがどのくらいもつか、な

どというデータはなかったのですが、

板が薄いと、ひん曲がってボロボロに

なってしまう、15ミリぐらいの板厚で
すと80年ぐらいはもつということが事
例調査でわかりました。50年100年の
話ですからそういう事例調査の結果で、

地球研さんを説得するしかなかったの

です。

寺岡　瓦で板張りの古い建物を調べる

ために、いろいろなところを回りまし

た。京都や伏見はもちろんですけれど

も長浜の方まで。普通はそこまでしな

いのですが、特別でした。そういう意

味でも、地球研の仕事は、楽しかった

ですね。

斎藤　招へい外国人研究員などが滞在

する地球研ハウスに、私も昨晩、ため

しに泊まってみました。集まってパー

ティーができる暖炉の部屋があったり、

みんなでくつろげる大きなデッキが中

庭にあったりして、なかなかユニーク

でいい感じですね。

岡本　世界各国からせっかく京都に来

て、便利な街なかのマンションに住ま

ずに、こんな郊外に住むということの

魅力をどういうふうに作るか、内部で

相当議論しました。私も留学していた

からわかるのですが、研究者にはとじ

こもって研究に専念したいという欲求

もある反面、世界中から来ている研究

者や地球研の研究者と交流して、良い

人間関係をたくさん作りたいという欲

求も強いはずなんです。そういう条件

で一緒に過ごした思い出というのはの

ちのちまで結構強烈に覚えていて、本

人にとっての財産になるのです。研究

者は当然そこまで考えます。ですから、

地球研ハウスは、都心のマンションの

ような「隣は何をする人ぞ」というス

タイルとは正反対の、滞在者が出会い、

交流するような仕掛けをたくさん埋め

込もうというコンセプトで、これを組

み立てようと考えたわけです。

斎藤　出会いとか交流を優先すると、

プライバシーが守りにくい、住みづら

いとかいう人も出てくるでしょうね。

岡本　出てくるでしょうけれど、そう

いう人は街なかのマンションに移って

いただけばいいのです。ここの値打ち

をわかってくれる人のほうが、絶対に

多いと思いますよ。

斎藤　研究・交流環境としても、植生

などの環境改変を最小限にするという

配慮においても、景観的にも、まさに

総合地球環境学研究所にふさわしい設

計だと思います。ご苦労さまでした。

久
下
武
彦
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写真／上から―
地球研本館外観

落ち葉の庭

ダイニングホール

地球研ハウス アセンブリーホール

写真／右頁下―
プロジェクト研究室

施設紹介

特集1
　周辺道路から山並みを見通せるよう

にするため、既存の斜面等高線にもっ

ともなじむ形で、建物を徹底的に低層

化しています。既存樹木は伐採せずに

可能なかぎり移植し、落ち着きのある

見慣れた風景を保全することにより、

山ふところに包まれた研究所となって

います。

　外装には古くから日本の建物に使わ

れてきた焼き杉板・瓦・煉瓦など、時間

の経過とともに風景となじんでいっそ

う味わいを増す材料を使用しています。

　外来者との接触の中心である地球研

本館 2階には、ガラス張りのエントラ

ンスホールを中心に、展示ロビー・講

演室など外部交流活動のための室と、

事務室・会議室などの共用施設・管理

諸室を配置しています。

�　2 階南奥にはメタセコイアに包ま

れたダイニングホールとテラスを設け、

研究者の食事・談話スペース、所員の

気分転換や交流の場としています。ま

た、講演会のあとの懇親会や見学者の

対応などにも、研究活動を妨げること

なく利用できます。施設建設時に伐採

を余儀なくされたメタセコイアを飾り

柱として使用することにより、空間に

潤いをつけています。

　国内外からの研究者が集住する「研

究者村」として、家族室 3室・夫婦室

6室・単身室10室からなる宿泊施設を

建設しました。各宿泊室の通路を外部

化した戸建て感覚の住戸が、中庭を取

り囲んで配置されています。各住戸に

は中庭に面するコモンテラスがあり、

宿泊者同士がコミュニケーションを図

ることができる、親しみやすい空間と

なっています。

　また、研究者同士の交流の場として

地球研ハウス内にアセンブリーホール

を設けています。畳の間と、日　所長

の寄付による暖炉を設け、アットホー

ムな雰囲気の中で議論をし、普段の研

究活動では生まれなかった研究発想を

引き出す場所となっています。アセン

ブリーホールの隣には、研究者同士の

食事会やパーティーに対応できるダイ

ニングサロンを備えています。

　人と建物と自然が一体となって交流

できる場所として、水の庭・落ち葉の

庭・ウッドデッキの庭からなる中庭を

設けました。中庭のまわりには研究室・

情報処理室・図書関連諸室など、研究

に関連するほとんどの室を集約してい

ます。中庭から建物へ風と光を導くこ

とにより居住性は格段に向上し、開放

的な建物と豊かな自然が、中庭を核と

して自然につながっています。

　研究活動の中心である地球研本館 1
階には、天井が高く開放的な16の研究

室がワンフロアに連続します。あらゆ

る分野の研究者が集まって常に議論し

ながら研究を行い、また、一つのプロ

ジェクトのみに閉じこもらないように、

研究活動が見渡せる間仕切りのない開

放的な研究室としています。机の配置

やパーティションなど、研究内容に応

じて多様なレイアウトパターンに対応

可能です。中庭側には、明るく快適な

ミーティングスペースも備えています。

これが新しい地球研の建物です

志野愛由美　［施設マネジメント係長］

地球研本館

プロジェクト研究室

地球研ハウス

ダイニングホール

中庭
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●

建設経緯
●

2002年9月�
施設整備事業をPFI法に基づくBTO方式（選定された事業者が施設の設計、
建設をした後に施設の所有権を移転し、完成後の維持管理を事業期間終了
時まで行う）で行う実施方針を公表
●

2003年3月�
入札公告
●

2003年7月�
審査委員会（山内弘隆委員長）は、

（株）SPC地球研サービス（設計：日建設計、施工：西松建設、
  維持管理：東急コミュニティー）を、

落札者として決定。
PFI事業契約金額約58億5,000万円
●

2004年3月～2005年12月�
建設工事
●

2006年2月�
供用開始
●

2006年5月26日�
竣工記念式典

●

建設概要
●

地域・地区�
都市計画区域内（市街化調整区域）、法第22条区域、宅造規制区域、
風致地区第1種自然風景保全地区
●

許容建ぺい率�
20%（京都市風致地区条例による）
●

許容容積率�
100%
●

敷地面積�
31,354.17m2

●

総建築面積�
6,256.68m2

（建ぺい率：19.96%）
●

床面積�
本館2階1,875.25m2　 1階5,540.02m2　 

地下1階4,779.93m2

本館合計12,195.20m2　 
地球研ハウス959.17m2

総延床面積13,154.37m2
（容積率：41.96%）

●

構造�
鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

ダイニングホール

地球研本館1階

地球研本館2階

総合地球環境学研究所  平面図

地球研本館地下1階

図書室

実験室

セミナー室 エントランスホール

講演室

研究推進センタープロジェクト研究室
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アジア各国・各地域の窒素酸化物、亜硫酸ガスの排出量の変化

早坂忠裕

グローバー ルとローカー ル研究プロジェクトより

特集2
　地球温暖化問題は、人間活動と気候

変動の相互作用の問題ですが、グロー

バルな現象とローカルな現象の関係と

とらえることもできます。人間の日々

の生活はきわめて限られた場所で営ま

れる一方で、私たちが使っている食料、

衣料、石油などは国内ではまかないき

れず、大量に輸入されています。企業

活動はグローバルな経済の動向に無縁

ではいられません。このような社会経

済活動は、二酸化炭素やエアロゾル（大

気中の浮遊微粒子）を排出し、グロー

バルな気候変動を通して私たちの生活

に影響を及ぼすことになります。

　私たちのプロジェクトでは、このよ

うな人間活動と大気中の人為起源物質

の関係を調べるために、近年、経済発

展の著しい中国を中心とした東アジア

地域を対象に研究を進めています。

　中国では、依然として使用エネルギ

ーの三分の二程度を石炭が占めていま

す。石炭は、石油や天然ガスに比べて

硫黄成分を多く含むため、その燃焼に

ともなって二酸化炭素（CO2）と同時

に亜硫酸ガス（SO2）も多く排出され

ます。また、自動車の普及にともない、

窒素酸化物（NOX）の排出量も近年大

幅に増加しています。下の図はアジア

各国・各地域の窒素酸化物および亜硫

酸ガスの排出量の変動を示しています。

窒素酸化物の排出量の増加が大きいこ

とがわかります。

ところで、石炭や石油など化石燃料

の燃焼によって大気中に排出された二

酸化炭素は、その半分強が大気中に残

留することが知られています。基本的

に二酸化炭素は、化学反応が起こらな

いきわめて安定した物質で、大気中で

はよく混合されており、グローバルに

みてもおおむね一様な濃度分布をして

います。現在ではその濃度は380ppm
（大気成分の0.038%）になっています。
産業革命以前からおよそ100ppm増加
したことになります。そして、二酸化

炭素の増加にともなって温室効果が強

まり、地球の温暖化問題を引き起こす

ことが懸念されています。

　二酸化炭素の濃度は、植物の光合成、

呼吸や海洋による吸収、放出などによ

って、地域や季節ごとに若干異なりま

す。そのような僅かな変動を精密に観

測することにより、二酸化炭素の排出

源や吸収源の推定することが可能にな

ります。プロジェクトの一環として、

東北大学のグループが中国や日本で実

施した観測から、たとえば中国東部で

は二酸化炭素濃度が日本よりも4ppm
程高く、季節変動も大きいことがわか

りました。また、炭素同位体比の観測

から、中国における二酸化炭素濃度の 

季節変動は、C4植物の光合成による影

響を強く受けていることが示唆されま

した。C4植物にはトウモロコシや雑穀

類、サトウキビ、雑草などが含まれま

すが、今回の観測の結果は、土地利用

の形態とも密接に関係しているものと

推測されます。さらに、大気輸送モデ

ルを用いて解析を行なったところ、日

本上空2～4km付近の濃度の増加は、
これら中国大陸起源の二酸化炭素によ

って強く影響を受けていることがわか

りました。

　他方、亜硫酸ガスとして大気中に排

出された硫黄成分は、その後の化学反

応により、硫酸や硫酸塩などの微粒子、

すなわちエアロゾルとして大気中に拡

散することになります。化石燃料や薪

などのバイオマス燃料の燃焼では、同

時に煤
すす

や有機物を主成分とするエアロ

ゾルも排出されます。これらのエアロ

ゾル粒子の大きさは0.1～10μm程度
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写真／上・中―
地球研福江島大気観測施設

写真／下―
2002年3月20日に北京で観測された黄砂現象

［中国気象科学研究院・湯 潔氏による撮影］

北京郊外・中国気象科学研究院観測所にて

手前［左］が筆者、右は湯 潔氏

ですが、降水によって大気中から除去

されたり、大きさが数μmをこえるよ
うな粒子は重力によって落下するので、

大気中での滞留時間は短く、おおむね

1週間程度と考えられています。した
がって、二酸化炭素とは異なり、エア

ロゾルは排出源のまわりの地域にロー

カル、リージョナルな影響を及ぼすこ

とになります。例えば、長崎県福江島

と沖縄辺戸岬での観測から、福江島の

方が有機物を含むエアロゾルが多いこ

とがわかりましたが、これは中国大陸

のバイオマス燃焼の影響によるものと

推測されます。

　また、この地域の特徴として、春に

は黄砂現象がたびたび見られます。今

年も4月8日、9日に京都でも「白い夕
陽」が見られるほど強い黄砂現象が観

測されました。この黄砂は、中国北西

部の砂漠地域が主な発生源となってい

ますが、日本付近に運ばれてくる間に

都市域等大気汚染の激しい地域を通過

してくると、土壌粒子に硫黄や窒素、

あるいは炭素成分等が付着したり混合

したりすることがわかってきました。

　以上のように、私たちのプロジェク

トでは、化石燃料の消費や土地利用を

通じて、人間活動が大気中の温室効果

ガスやエアロゾルの分布と変動に及ぼ

す影響を調べています。
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新しい研究プロジェクト決定

特集3
佐藤洋一郎［プログラム主幹 評価担当］

第6回地球研プロジェジジ クト評価委員会の経緯と運営会議について

3月2日と3日、地球研プロジェクト
評価委員会が、新装なった施設で開催

されました。地球研のプロジェクトは、

インキュベーション研究（IS : Incubation
Study個人や研究グループがあたため
たアイデアをもとに研究シーズを開発

する段階の研究）からフィージビリティ

スタディデデ（FS：Feasibility Study実現可
能性などを検討する1年ほどの予備的
な研究）を経て本研究（1年程度のプレ
リサーチ（PR）と5 年程度のフルリサ
ーチ（FR））にすすみますが、FS から
本研究への移行にあたって地球研プロ

ジェクト評価委員会（以下、委員会と

いう）の評価を受ける決まりになって

います。この評価にパスしなければ本

研究が始められない仕組みです。

　委員会の構成メンバーは国内外の専

門家約15名、と決められていますが、
今回の評価委員会では委員の交代があ

り（任期は2年で2回までは再任が可）、
その結果、国内7名国外10名の委員が
選ばれました（うち 11名は留任）。む
ろん全員が地球研の所外の方々です。

委員の専門は多様で、国外委員はフラ

ンス、ドイツ、中国、スイス、カナダ

5カ国からお招きしています。
　今年は6件のFSが審査を受けました。
まず、各プロジェクトの計画の概要は、

事前に書類で全評価委員に送っておき

ます。評価委員会の当日は、各リーダ

ーが15分の持ち時間で、プロジェクト
の目的や具体的な調査などについて説

明します。15分で大型プロジェクトの
説明をするのはたしかにむずかしいで

すが、「エッセンスだけをわかりやす

く」という所長の方針に従って時間は

厳守です。ついで15分質疑を行い、さ

らにリーダー退席後15分かけて移行の
可否をめぐって審議しました。

　説明や討議は原則すべて英語で行い

ます。ときに審査は白熱し、きわめて

厳しい意見がつくこともしばしばです。

プロジェクトの目的ややることが明確

に示されていることが要求されます。

異分野の第一人者の意見に答えるのは一
容易ではありません。地球環境問題に

対する深い考えと、質問の意図をただ

ちに理解して的確に答えるリーダーの

能力が試されます。こうした厳しい審

査の結果、5件のFSが本研究に移行可
と認められました。

研究所の運営会議ではこの審査結果

を受け、これら5件のプロジェクトを
本研究（PR）に移行させることを決定
しました。今後は文部科学省への概算

要求を経て、来年度からフルリサーチ

（FR）として本格始動することになる

と見込まれています。

　なお評価委員会では、FR移行2年を
経たプロジェクトの中間評価を行いま

す。中間評価はプロジェクトが初期の

予定のとおり進んでいるかどうかを評

価するものです。すす 研究成果が十分評価

されないと「プロジェクト途中での中

止」という決定もあり得るので、油断

はできません。今回は2つのプロジェ
クトがこの中間評価を受けましたが、

2件ともさまざまな意見を付して、後
期3年の研究の継続が認められました。
　今年度末にはいよいよ、第1期のプ
ロジェクト5件が終了します。いまま
でプロジェクトが終わったときに下さ

れる事後評価の方法が未定でしたが、

今回、委員会では事後評価の方法につ

いて、その大綱を決定しました。

2006年度新プロジェクト
本研究［プレリサーチ］紹介

●

社会・生態システムの脆弱性とレジリ

アンス

リーダー：梅津千恵子

　貧困と環境破壊の悪循環はサブサハ

ラ・アフリカ半乾燥熱帯での森林破壊、

砂漠化などの主要な原因です。すす この「地

球環境問題」を解決するためには、人

間社会および生態系が環境変動の影響

から速やかに復元すること（レジリア

ンス）が鍵となります。このプロジェ

クトでは途上国地域において環境変動

に対する社会・生態システムのレジリ

アンスとは何か、それを捉えるための

指標は何か、を探ることによって社会・

生態システムのレジリアンスを高める

方策を考えたいと思います。

●

環境変化とインダス文明

リーダー：長田俊樹
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　古代四大文明の一つであるインダス

文明は、紀元前2600年から1900年に
かけてインド亜大陸に都市文明を築き

ましたが、紀元前1900年頃、都市機
能が衰退しました。このプロジェクト

では、インダス文明遺跡からの出土文

化の研究とインダス文明時代からの伝

承文化の研究を学際的なアプローチに

よって解明し、都市環境の問題点を浮

き彫りにします。

●

東アジア内海の新石器化と現代化：景

観の形成史

リーダー：内山純蔵

　景観の歴史的変化を復元・理解しつ

つ、近年問題になっている「文化的景

観の保護」の概念に再検討を加えるこ

とを目的としています。とくに、東ア

ジア内海沿岸（日本海と東シナ海沿岸）

を対象とし、人間・自然関係の中で大

きな変革が起こった新石器化と現代化

の時期に注目します。プロジェクトで

は、沿岸諸地域における人間活動と自

然条件を総合的に分析し、景観の形成

過程について、人間文化の側面に焦点

をあてながら解明します。

●

民族／国家の交錯と生業変化を軸とし

た環境史の解明－中央ユーラシア半乾

燥域の変遷

リーダー：窪田順平

　本研究では、民族／国家、宗教、生

業（農業と遊牧）といった「境界」の問

題に着目します。中央ユーラシア半乾

燥地域はかつて遊牧民の世界でしたが、

民族の移動、興亡を経て、露清の2大
勢力に分断され、定住化と農耕への転

換という生業の大変化が起きました。

また、近代的な開発とその負の遺産と

しての環境問題が存在します。環境と

人間の相互作用の歴史的変遷を「境界」界界

に着目して考察し、未来可能性のある

社会への新たな視点を獲得することを

目指します。

●

病原生物と人間の相互作用環

リーダー：川端善一郎

　近年の感染症の拡大は、人類が直面

するきわめて深刻な地球環境問題です。

人間が引き起こす環境改変が感染症の

拡大を招くという仮説に基づき、「人

間による環境改変－感染症の発生－人

間生活の変化」に見られる相互作用環

の構造を、水域生態系の野生生物をモ

デルにして、解明したいと思います。

研究成果をふまえ、感染症の拡大のリ

スクを抑えた人間と病原生物とのかか

わり方について提言したいと思います。

2006年度フィージビリティスタディ

（FS）紹介

　来年度の本研究候補として、今年度フィ

ージビリティスタディデデ に選ばれたプロジェ

クトは次のとおりです。

●日本の環境質の高精度診断と安全性評価

リーダー：中野孝教

●高所環境－人の生老病死と自然、生態、－

文化との関連

リーダー：奥宮清人

●伝統的農法・生活様式の保全（オンファ

ーム保全）の評価

リーダー：佐藤雅志（東北大学）

●人間活動と環境変化の相互作用からみ

たモンゴル高原における遊牧王朝興亡

史の研究

リーダー：白石典之（新潟大学）

●東アジアの人間活動のの が大気環境に与える

影響の解明と環境協調可能性

リーダー：鄭 躍軍

●アジアにおける人間活動による植生・炭

素循環変動の解明

リーダー：本多嘉明（千葉大学）

●感染症による環境評価：熱帯アジア・オ

セアニアにおける環境改変と節足動物

媒介疾患の興亡

リーダー：門司和彦（長崎大学）
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招へい外国人研究者の来訪

第11回地球研市民セミナー

地球研で国際シンポや研究集会など続々と

地球研だより

　イギリスのHARRISON, Rhett Daniel
博士が昨年9月から1年間の予定で来所。
イチジクコバチとイチジク類樹木との

共生関係の生態学研究の専門家で、中

静教授（今年4月、東北大学に転出）と
市川助教授のもとで、東南アジアのフ

ィールドにも出かけるなど、精力的に

研究されています。●インドのデカン

大学大学院研究所教授のSHINDE,
Vasant Shivramさん（アジア考古学）
が3月10日から来所。地球研ハウスに
滞在、長田教授のもとで研究されてい

ます。6月30日までの予定。●4月に
入って、15日からフロリダ州立大学海
洋学部教授のBURNETT, William  C.
さんが谷口助教授のもとで3ヶ月間、
17日からロシア科学アカデミー極東支
部太平洋地理研究所研究員のMISHINA,
Natalyaさんが白岩助教授のもとで6ヶ
月間、研究されています。

　第11回市民セミナーは、「アムール
川・オホーツク海・知床─巨大魚付林

という考え─」と題して、3月3日に行
われました。白岩孝行 地球研助教授が、

海の生態系を豊かにする栄養塩を注ぐ

川や森の役割について、大陸と日本列

島を結んで解説しました。内容は次の

とおりです。●オホーツク海を含む北

部北太平洋海域は、冬季の鉛直対流に

よって、深層から大量の窒素やリンな

どの栄養塩が表層にもたらされる豊か

な海ですが、最近の研究では、鉄がそ

の生物生産を制限していることがわか

ってきました。植物に必須の元素であ

る鉄は、水に溶けにくく海洋表層では

不足しがちなため、植物プランクトン

は、大気や河川を通して陸から運ばれ

て来る鉄に依存します。陸から遠い北

部北太平洋の中央部では、夏季には鉄

が不足し大量の栄養塩が利用できずに

表層に残りますが、オホーツク海では、

栄養塩が完全になくなるまで生産が続

きます。これは、アムール川から供給

される大量の鉄のおかげであると我々

は考えています。鉄は、森や湿地から

生み出される腐植物質と結合しなけれ

ば水に溶けません。アムール川流域の

変遷、すなわち、森林の伐採・火災、

農地・都市化、湿地の縮小などは、そ

れゆえ、世界自然遺産「知床」を取り

巻くオホーツク海～北西部北太平洋の

生産力の命運を握っている可能性があ

ります。アムール川流域におけるさま

ざまな人為的改変の背景を考えること

によって、アムール川・オホーツク海

・知床という「巨大魚付林」のシステ

ムと、そこで成り立つ生態系を保全し

ていくための方策を今後4年間でさぐ
りたいと考えています。

　新しい講演室やセミナー室を使って

国際シンポや研究集会などが開催され

ました。●3月21─23日、「第6回東
アジア太平洋EAP-ILTERネットワー

ク」コンファンレンス。国際的な長期

の生態学研究のネットワークです。東

アジア・太平洋域での研究協力活動な

どが話し合われました。●4月4─6
日、ユネスコと地球研など共催で「気

候変動と人間活動の影響下での地下水

資源管理」シンポジウム。米国のオガ

ララ帯水層、中国の華北平原帯水層は

じめ、アフリカやアジア、中近東など

の地下水問題をめぐって、報告や議論

が行われました。●4月14─15日、「
アジアモンスーン地域における人工・

自然改変にともなう水資源変化予測モ

デルの開発」報告会。また、「個に宿

る全体」研究会（3月7日）や中国・新
彊ウイグル自治区文物考古学研究所の

イディリス・アブドラスル所長を招い

ての講演会も3月1日に開かれました。
写真／左―
「気候変動と人間活動の影響下での地下水資源管理」

シンポジウム

上中［撮影：石飛智稔］下［撮影：二村春臣］

写真／同志社新島会館にて
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『民族昆虫学―昆虫食の自然誌』

野中健一　著

2005年11月　東京大学出版会
4,410円
●

『人間は遺伝か環境か？ 遺伝的プログ

ラム論』［文春新書485］
日　敏　　著

2006年1月　文芸春秋 74577 円

●

出版物紹介1 出版物紹介2 出版物紹介3

出版物紹介

NPO法人「森林再生支援センター」
（村田 源理事長）の主催で、2004年11
月に行われたシンポジウム「シカと森

の『今』をたしかめる」の成果を本に

したもので、地球研が出版助成を行う

「地球研ライブラリー」の最近の出版物

です。編者の湯本は地球研の教授で、

「日本列島における人間―自然相互関

係の歴史的・文化的検討」のプロジェ

クトリーダー、松田は横浜国立大学環

境情報研究院教授です。長い表題と、

表紙写真（紀伊山地のトウヒ林の1963
年のうっそうとした姿と、1997年の変
わり果てた姿を対比している）が、こ

の本が伝えたい事実と主張を端的に示

しています。世界遺産になっているほ

どの、日本の各地を代表する奥山ある

いは原生林が、地球温暖化と森林の「ア

ンダーダダ ユース（利用しなさ過ぎ）」などに

よるシカの大増殖によって、下草はも

ちろん、樹木の皮まで剥がされ、後継

樹も育つ前に食べられ、疎林化が進み、

林床の露出、土壌流出まで起きており、

これ以上対策が遅れると、森林は回復

不可能な大打撃を受けるであろう、と

いうことが、北海道、大台ケ原、春日

山原始林、屋久島などの森林に関して

詳しく報告されています。この問題の

解決のためには「生態系管理」という考

え方に立って、シカの管理を果敢に行

わなければ、森林保護が手遅れになる、

という緊急提案がなされています。

　地球研で、「アジア・熱帯モンスー

ン地域における地域生態史の統合的研        
究：1945-2005」に取り組む野中健
一助教授による全5章の著作です。地

球研プロジェクトのフィールドになっ

ているアジア・熱帯モンスーン地域の

フィールドワークの成果も紹介されて

います。民族生物学とは、生物の分布

や、観察される現象だけを追いかける

のではなく、人間と生物との関係に注

目する学問です。これは、地球研の掲

げる「人間と自然」との関係を問うこ

とに深く響きあう視点です。著者は、

そのなかでも特に、昆虫と人間との関

わりを追求し、「民族昆虫学」を提唱

し、これをナチュラルヒストリー（自

然史）の一つの分野として位置付けた

いとしています。昆虫は、人間に対し

て、ときに恐ろしい害をもたらし、と

きに素晴らしい益をもたらします。本

書第2章、第3章では、アフリカやアジ
アでの、昆虫とのつきあい方が、多数

紹介されています。昆虫を採取する場

面や昆虫を調理する場面の珍しい写真

もあり、その土地の人々が使っている

技術との関係が、理解しやすくなって

います。昆虫食は日本国内では一般に

「蜂の子」がよく知られていますが、

本書第4章で、国内の昆虫食に関する
歴史的な文献や、中部地方の昆虫食に

まつわる分布などが、詳細に報告され

ています。

　地球研所長の最近著で、一般向けに

書き下ろした「遺伝的プログラム」に

ついての解説書です。表題のような発

問は昔から議論のあるところですが、

巻末の佐倉統との対談で、出版の意図

が語られています。ヒトゲノムの研究

が進み、その影響で遺伝子が個々の人

の人生をすべて決めているのだという

誤解と、逆に環境こそが決めていると

いう誤解が、教育現場で対立、混乱し

ている。その状況を憂いた著者が、教

育現場の人たちに、現代動物行動学の

成果を踏まえた「遺伝的プログラム」

の視点から、自らの見解を示したかっ

たようです。そのため、動物の学習の

メカニズムや人間の子どもの発育につ

いてかなりの枚数を割き、さらに人間

が本来の遺伝的プログラムを発現しに

くくなっている現代社会の問題点から、

親と教師の役割についてまで、幅広く

試論が展開されています。発現のしか

たのわずかな違いに一喜一憂しなさん

な、というのが著者の本意のようです

が、そのごくわずかの違いを気にする

のも人間という種の遺伝的プログラム

に規定されているというところが、ま

た面白いところです。人間が人間の本

質を知りたいと思うのも、やはり遺伝

的プログラムのゆえらしく、そう考え

ると、この本は遺伝的プログラムによ

る遺伝的プログラムについての自問自

答の書といえそうです。
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お知らせ

　「地球研フォーラム」は地球研での

研究やその意味するところをわかりや

すく伝えるために開設当初から年1回
催している、地球研にとっての大きな

イベントです。5回めの今年は、7月8
日 (土）午後1時半－5時の予定で国立
京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）で

催します。今回のテーマは「森は誰の

ものか？」。秋道智彌教授をコーディ

ネーターに、阿部健一 (京大）、市川昌

弘(地球研）、井上真(東大）、酒井章子

(京大）、山田勇(京大）、湯本貴和(地球

研）の各氏をパネリストに、森林を利

用する人間が踏まえるべき「ものの見

方」などを探ります。

　受講無料です。参加申込・問い合わ

せは、地球研・研究協力課フォーラム

事務局（電話 075－707－2148、フ
ァックス075－707－2106、電子メ子子 ー

ルforum@chikyu.ac.jp）まで。

　上賀茂での最初の市民セミナー(佐藤

洋一郎教授 4月14日）にはたくさん
の方々に来ていただきました。次回も

地球研で、6月9日(金）午後5時半から
催します。湯本貴和教授による「どう

なる日本の自然？　どうする日本の国

土？」です。午後5時までに玄関ホー
ルにお集まりの方々には、施設の案内

もいたします。

　地球研の研究プロジェクトの総合的

な研究成果を示す地球研第1回国際シ
ンポジウム「水と人間生活」を11月6
日(月）－8日(水）、国立京都国際会館
で開催します。6 日には公開講演会も
あり、詳細は次号以降にお知らせいた

します。

　地球研の門を入ると、すぐ右手にあ

る和風の家が地球研ハウスです。その

ダイニングサロンで 4月下旬、招へい
外国人研究者の入居を歓迎する「なご

みの夕べ」が開かれました。食材や飲

み物を持ち寄り、手料理でのパーティ

です。ロシアからのミシーナさんの際

には、ウオッカも入り、「カチューシ

ャ」や「知床旅情」の歌声も響き、研

究者村の夜が更けました。(斎藤）

地球研の研究や成果の意味を学問的

にわかりやすく紹介する「地球研叢書」

の3冊めとして日　敏　・中尾正義編
『シルクロードの水と緑はどこへ消えた

か？』(昭和堂2,520円）が刊行されま
した。昨年の第 4回地球研フォーラム
「断ち切られる水」をきっかけに、想を

新たに書きおろしたものです。第1章
「タクラマカン砂漠が緑だったころ」（井

上隆史）にはじまり、「オアシスの盛衰

と現代の水問題」（中尾）、「砂漠化は地

球環境に何をもたらすのか？」（中野孝

教）、「シルクロードから消えた水と世

界水危機」（鼎信次郎）などと展開され

ています。すす 本のオビは「歴史は繰り返す

砂に埋もれたミイラは何を語るのか？

三千年の水をめぐる〈自然－人間〉の

軌跡に私たちは何を学ぶのか？」。ご一

読ください。

地球研第1回国際シンポジウム


